景観配慮チェックシート（景観重要道路）
	行為の場所
	岡崎市　　

	地区区分
	□中心市街地地区　□東海道岡崎城下二十七曲り　□八丁地区


景観配慮指針
	項目
	推奨配慮指針
	地区区分
	チェック欄
	具体的配慮事項又は
配慮できない理由等
	照合※

	景観重要公共施設の共通事項
	色彩
	· ガイドライン等が定められていない施設に彩色を施す際には、周辺環境との調和や地域の歴史性に配慮する。
	中心市街地地区
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	植栽
	· 緑化の際は地域の在来種を基本に、生育環境に応じた適正な植栽を行う。
	
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	夜間景観
	· 夜間景観については、乙川プロムナード及び籠田公園、桜城橋等の既設照明に色温度を合わせた照明を用い、統一感のある美しい夜間景観の演出に努める。また、必要十分な光量の確保等による歩行者の安全安心やグレアの生じない灯具の選定等による光害の抑制に配慮する。
	
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	占用等の景観検討
	· 建築物の建築等又は工作物の建設等にあたっては、形態や色彩その他の意匠、配置等が地域の歴史や周辺環境と調和している。
	中心市街地地区

東海道岡崎城下二十七曲り
八丁地区

	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	公共サイン
	· 公共サイン（規制、解説、誘導、案内、位置、広報など）は他のサインとの整理・統合又は共架に努める。
	
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	景観重要道路
	舗装
	· 舗装は周囲との連続性や地域の歴史性に配慮したデザイン（素材や色彩）とする。
	中心市街地地区
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	
	· 舗装は道筋の連続性に配慮したデザイン（素材や色彩）とする。
	東海道岡崎城下二十七曲り
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	
	· 舗装は周囲との連続性や地域の歴史性、沿道のまちなみを引き立てる潤いのある道路空間となるように配慮したデザイン（素材や色彩）とする。
	八丁地区
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	交通安全施設、
道路附属物等
	· 交通安全施設等は他の施設との整理・統合又は共架に努め、形態や色彩その他の意匠、配置等は周辺環境との調和に配慮する。
	中心市街地地区
八丁地区
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	
	· 道路附属物は、色彩、素材、形状、配置など、地域特性を活かしたまちなみ景観の形成に寄与するよう配慮する。
	東海道岡崎城下二十七曲り
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	無電柱化
	· 無電柱化を検討している。
· 新たに電柱、架空線を設置しない。ただし、顧客需要の変化等によりやむを得ない場合を除く。
	中心市街地地区
東海道岡崎城下二十七曲り

八丁地区
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	緑化
	· 歩道（自転車歩行者道）の幅員が十分確保された道路にあっては、植栽帯の配置などによる緑量の維持に努める。
· 緑化に用いる植生は成長速度や自然樹形等を勘案して選定し、植栽後は適正な維持管理に努める。
	中心市街地地区
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	道路空間
	· 道路空間は、歩行者の快適性及び利便性に配慮した設計とし、特に交差点部では車道、歩道、アイランド（交差点内の島状の敷地）等の調和に配慮する。
	
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	
	
	· 一般国道１号は、歩行者の交通量が多い区間にあっては歩道の幅員は3.5ｍ以上（自転車歩行者道４ｍ以上）、その他の区間にあっては２ｍ以上（自転車歩行者道３ｍ以上）を確保する。
	
	□はい　□いいえ
□該当なし
	
	

	その他景観に配慮した事項
	


※一般国道１号は、中心市街地地区及び八丁地区の範囲外の区間についても、中心市街地地区及び八丁地区の整備方針及び占用の許可基準に適合させるものとする。

 景観配慮チェックシート（景観重要河川）
	行為の場所
	岡崎市　　

	地区区分
	－


景観配慮指針

	項目
	推奨配慮指針
	チェック欄
	具体的配慮事項又は

配慮できない理由等
	照合※

	景観需要公共施設の共通事項
	色彩
	· ガイドライン等が定められていない施設に彩色を施す際には、周辺環境との調和や地域の歴史性に配慮する。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	植栽
	· 緑化の際は地域の在来種を基本に、生育環境に応じた適正な植栽を行う。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	· 夜間景観
	· 夜間景観については、乙川プロムナード及び籠田公園、桜城橋等の既設照明に色温度を合わせた照明を用い、統一感のある美しい夜間景観の演出に努める。また、必要十分な光量の確保等による歩行者の安全安心やグレアの生じない灯具の選定等による光害の抑制に配慮する。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	占用等の景観検討
	· 建築物の建築等又は工作物の建設等にあたっては、形態や色彩その他の意匠、配置等が地域の歴史や周辺環境と調和している。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	公共サイン
	· 公共サイン（規制、解説、誘導、案内、位置、広報など）は他のサインとの整理・統合又は共架に努める。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	景観重要河川
	周辺環境
	· 周辺環境との調和、親水性、地域の歴史性に配慮する。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	
	眺望保全
	· 工作物を設置する場合は、形態や色彩その他の意匠を周辺環境と調和させ、広がりある河川景観を保全し、眺望を遮らないよう配慮する。
	□はい　□いいえ

□該当なし
	
	

	その他景観に配慮した事項
	


景観配慮チェックシート（景観重要公園）

	行為の場所
	岡崎市　　

	地区区分
	□乙川河川緑地　□籠田公園・中央緑道


景観配慮指針

	項目
	推奨配慮指針
	地区区分
	チェック欄
	具体的配慮事項又は

配慮できない理由等
	照合※

	景観需要公共施設の共通事項
	色彩
	· ガイドライン等が定められていない施設に彩色を施す際には、周辺環境との調和や地域の歴史性に配慮する。
	乙川河川緑地

籠田公園・中央緑道
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	植栽
	· 緑化の際は地域の在来種を基本に、生育環境に応じた適正な植栽を行う。
	
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	夜間景観
	· 夜間景観については、乙川プロムナード及び籠田公園、桜城橋等の既設照明に色温度を合わせた照明を用い、統一感のある美しい夜間景観の演出に努める。また、必要十分な光量の確保等による歩行者の安全安心やグレアの生じない灯具の選定等による光害の抑制に配慮する。
	
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	占用等の景観検討
	· 建築物の建築等又は工作物の建設等にあたっては、形態や色彩その他の意匠、配置等が地域の歴史や周辺環境と調和している。
	
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	公共サイン
	· 公共サイン（規制、解説、誘導、案内、位置、広報など）は他のサインとの整理・統合又は共架に努める。
	
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	景観重要公園
	舗装
	· 園路等の舗装は周辺環境と調和する。
	
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	照明環境
	· 河川管理に支障のない範囲で、夜間にも歩行者が安心して歩ける照明環境を確保する。
· 照明等の器具は維持管理に支障のない製品を選択する。
	乙川河川緑地
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	
	
	· 夜間でも歩行者が安心して歩ける照明環境を確保する。
	籠田公園・中央緑道
	
	
	

	
	眺望保全
	· 良好な眺望を保全する。
	乙川河川緑地

籠田公園・中央緑道
	□はい □いいえ
□該当なし
	
	

	その他景観に配慮した事項
	



